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「「全全国国のの工工業業高高等等学学校校のの現現状状とと課課題題」」

公益社団法人 全国工業高等学校長協会

（東京都立中野工科高等学校 統括校長）

理事長 守屋 文俊

第７回 工大サミット

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（１）協会理念
工業を学ぶ高校生が、友と競い・夢を培い・技を極め・自らを高めるための
活動を支援し、社会で活躍する人材を育てる工業教育をサポートする。

（２）沿 革
〇大正９年３月15日 大阪において、工業教育（工業校長会）ときわめて深い関係
を持つ商工中心会が創設

〇大阪、近畿全域、更には６大都市（大阪・京都・神戸・名古屋・横浜・東京）に工業
学校長会の組織が作られ、大正14年全国実業教育会に発展
〇６大都市の工業学校を会員とする工業教育研究会は、教科書を編集、大正15年
には第１次を出版
〇活発化を図るため本拠を東京に移転
〇昭和５年 財団法人 工業教育振興会
〇昭和12年東京市麹町区飯田橋（現在地）の事務所へ移転
〇昭和時代の苦難を乗り越えたのち、昭和30年全国工業高等学校長協会を設立
〇昭和31年３月12日付 公益団体「社団法人 全国工業高等学校長協会」
〇平成24年４月１日付 「公益社団法人 全国工業高等学校長協会」
〇令和元年 創立１００周年

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（３）検定試験・学力テスト
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１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（４）出版物
・検定参考書 ・検定問題集
・機関紙「工業教育」

（５）競技会・コンテスト
・高校生ものづくりコンテスト全国大会
旋盤作業、自動車整備、電気工事、
電子回路組立、化学分析、木工加工、
測量、溶接

・高校生ロボット相撲全国大会２０２４
・全国製図コンクール
・高校生技術・アイデアコンテスト全国大会
・ジャパンマイコンカーラリー２０２５全国大会

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（６）ジュニアマイスター顕彰制度
取得した資格や合格した検定試験および各種競技・コンー
ル等での優秀な成績等をジュニアマイスター顕彰に係る区
分表（以後、「区分表」）から得点に換算し申請を行い、合計
得点に応じた認定を行う。
２０点以上かつ３０点未満を「ジュニアマイスターブロンズ」
３０点以上かつ４５点未満を「ジュニアマイスターシルバー」
４５点以上を「ジュニアマイスターゴールド」
例えば 計算技術検定３級（２点）

情報技術検定３級（２点）
基礎製図検定（２点）
３級技能士（１２点）
電気工事士２級（７点）
危険物取扱者乙種４類（４点）
工事担任者（デジタル系）第二級（７点） ３６点

２ 全国の工業高等学校の現状
全国の工業高校の学校数（令和５年度）

国国立立

（（全全日日制制））

公公立立 私私立立 合合計計
割割合合

全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置 全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置 全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置

普普通通 1111 11,,996688  116688  224411  22,,337777  11,,225577  33  1155  11,,227755  33,,223366  117711  225566  33,,666633  5566..11%%

専専
門門
教教
育育
をを
主主
とと
すす
るる
学学
科科

農農業業 227744  1100  99  229933  33  33  227777  1100  99  229966  44..55%%

工工業業 11 332288  1155  8899  443322  8822  22  8844  441111  1155  9911  551177  77..99%%

商商業業 338833  2277  3333  444433  113344  33  22  113399  551177  3300  3355  558822  88..99%%

水水産産 4422  4422  4422  4422  00..66%%

家家庭庭 116611  99  117700  9911  33  9944  225522  1122  226644  44..00%%

看看護護 2299  2299  6644  22  11  6677  9933  22  11  9966  11..55%%

情情報報 2222  22  2244  33  33  2255  22  2277  00..44%%

福福祉祉 5599  5599  3377  3377  9966  9966  11..55%%

そそのの他他
※※ 11 444444  22  11  444477  111199  111199  556644  22  11  556677  88..77%%

総総合合学学科科 22 330099  3366  99  335544  2200  22  2222  333311  3388  99  337788  55..88%%

※「その他」の学科は、専門教育を主とする学科のうち「農業」～「福祉」に関する学科以外の学科（理数、体育、音楽、美術、外国語、国際高校など）の合計 66,,552288 

※一つの学校が２つ以上の学科を持つ場合、それぞれの学校について、重複して計上。

（出典）文部科学省「学校基本調査」
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２ 全国の工業高等学校の現状
工業高校の学校数と生徒数の推移

（出典）文部科学省「学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
高等学校学科別生徒数・学校数

高等学校学科別生徒数・学校数（令和５年５月）

区分
生徒数
（人）

比率
（％）

当該学科を
置く学校数
（延べ数）

単独学科
学校数

合 計 22,,990099,,770033  66,,552288  33,,444488  
普 通 科 22,,114499,,779966  7733..99 33,,666633  22,,555566  

職
業
学
科
（専
門
高
校
）

小計 449977,,773399  1177..11 11,,992200  556633  
農業 6688,,666611  22..44 229966  112200  
工業 220033,,444499  77..00 551177  225544  
商業 116622,,443322  55..66 558822  115566  
水産 77,,111133  00..22 4422  2200  
家庭 3344,,111133  11..22 226644  55  
看護 1122,,442222  00..44 9966  66  
情報 22,,880022  00..11 2277  11  
福祉 66,,774477  00..22 9966  11  

その他専門学科 110044,,554422  33..66 556677  5500  
総合学科 115566,,888877  55..44 337788  227788  

※全日制・定時制のみの統計である（通信制は含まれない）。

※「当該学科を置く学校数」欄は、複数学科を置く学校について、それぞれの学科に計上した延べ数である。

※全国の全日制・定時制の高等学校のうち、職業教育を主とする学科を設置する高等学校は1,459校である。

※「その他の専門学科」には、理数、体育、音楽、美術、外国語、国際関係等の学科がある。

※総合学科とは普通教育及び専門教育を選択履修す旨として総合的に施す学科である。

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
地区別工業科生徒の割合
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工業科生徒の割合（令和５年度）

※各地区全体の生徒数に対する工業科生徒の割合

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」
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２ 全国の工業高等学校の現状
地区別工業科生徒男女別割合

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

北海道 東北 関東 北信越 東海 近畿 中国 四国 九州

工業科生徒の男女別割合（令和５年度）

男子生徒 女子生徒

※各地区全体の男女別生徒数に対する工業科生徒の割合
（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
小学科 男女別生徒数の割合

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
普通科・工業科別就職率の推移

34.4

46.3
43.4

39.8

26.0 26.3 26.2
22.3

13.9
9.5 8.7 9.0 7.6 9.5 8.9 7.4 7.6 7.8 8.4 8.2 8.3 8.2 7.2 6.6 6.3

79.4
82.0 

85.1 85.5

74.4
78 78.4

74.7

60.0 

47.6 46.4 46.0 
48.3 49.9 50.5 51.9 53.2 53.1 53.1 53.4 53.9 54.1

50.2
47.8 46.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

普通科・工業科別就職率の推移

普通科 工業科

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

8

分科会
テーマA



２ 全国の工業高等学校の現状
普通科・工業科別大学等進学率の推移
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２ 全国の工業高等学校の現状
工業科生徒の就職内定率
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出典：全国工業高等学校協会調査部

２ 全国の工業高等学校の現状
離職率（３年間で離職した生徒・学生の割合）の推移

大学卒業者、高等学校卒業者は厚生労働省の調査より
工業高校生卒業者は全国工業高等学校長協会の調査より
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３ 全国の工業高等学校の課題
今後の工業高校の在り方検討委員会

入入学学者者のの定定員員割割れれ、、教教員員不不足足等等のの課課題題ににつついい

てて共共有有しし、、魅魅力力ああるる学学校校づづくくりりをを目目指指すすたためめのの

検検討討をを行行うう。。（（令令和和４４年年かからら２２年年間間））

工業教育が目指す姿
人人材材育育成成
（１）日本の工業社会を支え発展させる人材の育成（２）よりよい社会を構築するための豊かな人間性の育成

（３）イノベーティブな人材育成（４）創造力の育成

変変化化へへのの対対応応
（１）時代の変化に応じて、生涯学び続けられる姿勢

（２）社会の変化に柔軟に対応した専門教育の展開のために、学科制度を変革

（３）中学生や保護者に理解される魅力的で多様な進路への対応

（４）工業高校として、普通科高校とは異なる先進的な情報教育の実施

（デジタル技術、 の推進、 技術等の活用）

連連携携
（１）共通の「目指す工業教育の姿」は難しく、各学校のもっている特色を生かすことが必要

（２）産業（企業）・大学・行政と連携し、各工業高校の特色を生かした教育を実践

（３）学校のビジョンを示し、様々な機会、媒体、パートナーを活用して、工業高校の魅力を発信

３ 全国の工業高等学校の課題
今後の工業高校の在り方検討委員会

４ 工業大学・工科大学への期待

大学への進学

１ 全国工業高等学校長協会推薦・特別推薦枠

（志が高く、大学進学を目指すものの、家庭の事情等により進学を断念

せざるを得ない者を救う。）

２ 工業高校の教員不足

教員の養成

３ 高等学校DX加速化推進事業（文部科学省）

大学等と連携したより高度な専門教科指導を実施

一層の工業高校との連携、接続の強化をお願いします
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